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要 旨 

本稿の目的は，足立区における区内の公立小中学校に通学していた児童生徒全員を対象

として， 2009～2016 年度に足立区が独自に実施した区基礎学力調査（小学校 2 年生以上-

中学 3 年生）に，児童生徒名簿と就学援助の申請と受給状況を紐づけることによって構築し

たパネルデータを用いて，就学援助の受給状況と学力，学習態度，及び，生活習慣との関連

性についての定量分析を行うことにある．分析の結果，東京都足立区が本稿の推定結果によ

れば，就学援助の受給状況と学力との関連性については，国語・数学ともに要保護（生活保

護）世帯において児童生徒の固定効果を統制することによりその統計学的有意性が失われる

のに対して，準要保護世帯の児童生徒の国語については，負の相関が観察された．これは，

要保護世帯の経済状況が生活保護によって改善されているのに対して，準要保護世帯では，

低所得ではあるがそうした経済状況の改善がないことが原因となっているのではないか．他

方，学習に対する態度や生活習慣の中には，固定効果を統制した上でも，統計学的有意性

が観察される． 
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